
コネクタ処理

Equipment

(PLC, etc.)

同封された D-Subケーブルを利用しコントローラと外部設備を繋ぎます。

入出力信号線と通信線の連結

03 04

 Interface連結方法
     Signal Cable仕様は下記の表を参考し使用してください。

出力回路図

#1 System Status

#1 System Status

#1 Alarm Out

#2 System Status

#2 System Status

#2 Alarm Out

Clock Out

#1 Remote On

#2 Remote On

Interlock On 

Interlock Status

Power Status

Sense

外部電源 +24V

外部電源 +24V

外部電源 0V

外部電源 0V

＃1 駆動時０V出力

＃1 駆動時０V出力

#1アラーム発生時に0V出力

＃2 駆動時０V出力

＃2 駆動時０V出力

#2アラーム発生時に0V出力

正常駆動時Clock発生(１hz)

#1 Remote On 入力 (0V)

#2 Remote On 入力(0V)

Interlock 入力 (0V)

Interlock On時 0V出力

電源印加時24V出力

 0V入力時 ＃1, ＃2 On

外部電源（P24）入力

外部電源（P24）入力

外部電源GND使用

外部電源GND使用

入/出力

出力

出力

出力

出力

出力

出力

出力

入力

入力

入力

出力

出力

入力

動作機能

5 LCD画面詳細説明及び設定方法
電源 ON時動作
1111 → 2222 → 3333 → 4444 → 8888 表示後、バージョン情報および製品モードを表示

Head 点灯

Head 未点灯

 基本画面
正常状態 

- MODEボタンで設定電圧/ランタイム情報を確認可能

Alarm 状態

正常動作

高温アラーム

HV アラーム

安全の為の注意事項は使用者の安全を守り、財産上の損害を防ぐための内容です。
製品の取扱いにつきましては、付属の取扱説明書を良くお読みになりお取扱ください。

1 安全のための注意事項

2 パッケージ内容確認

* 本装置の改造および修理は絶対に行わないでください。感電・火災をはじめ、故障の原因となる

   可能性があります。修理が必要な場合、当社に連絡ください。<任意分解時A/S不可>

* 装置に水が掛からないよう注意してください。

   動作異常による感電・火災の原因となる可能性があります。

* メンテナンスの際は必ず装置の電源を切ってから行ってください。感電の危険があります。

* 装置の取付けの際には、確実に固定されているか十分に確認してください。

   転倒、落下、異常動作など事故につながる可能性があります

* 本装置は一般産業用電子機械として設計・開発されました。装置は必ず接地してください。

   接地しない場合は感電の危険があります。

* 電源が印加された状態で Outputケーブルを分離しないでください。

   誤作動による事故の危険があります。

* 電源連結前に製品の電源仕様を確認してください。

   指定された範囲以上の電源入力時製品の故障及び事故の危険があります。

* ケーブル連結はマニュアルの [ 取付及び連結 ] 項目を確認し、連結してください。

   ケーブルの間違った連結は故障及び異常動作の原因になる可能性があります。

* 電源ケーブル・通信ケーブルなどの各種ケーブルは断線などに注意してください。装置の電

   源ケーブルおよび通信ケーブルが損傷している場合は交換してください。交換せずにそのま

   ま使用しますと漏電や通信不良による異常動作の原因となる可能性があります。

* 振動がある場所で設置しないでください。衝撃や振動による製品故障及び事故の危険があります。

* 決められた使用方法以外の用途で使用しないでください。使用範囲以外の用途で使用されま

  すと、 製品の故障や寿を縮める原因など予想外の問題が起きる可能性があります。

警 告

注 意

追加製品構成 (Option)
 基本製品構成以外の追加的機能のため、以下の項目を別当購入可能です。

製品構成
製品のパッケージには以下の製品構成物が含まれております。

01
Instruction Manual

SHV-P

02
3 各部の名称

前面部

4 取付及び連結

＊ コントローラー動作中ケーブル(Power Cable、Output Cable、Interface Cable) 脱付着は
      製品の損傷を招きますので、必ず電源OFFしてからケーブルを連結してください。

後面部

CH1/CH2動作表示灯

設定値を表示します。

セッティングや機能設定に使用します

Run ボタン
ヘッド動作/停止時使用す
るボタンです。(ヘッド動
作時に白色LEDが点灯)

RUN : HV動作時に緑色点灯
SOURCE : 正常動作時に緑色点灯
ALARM : 異常動作時に赤色点灯

PWR ON : +24VDC 正常入力時に緑色点灯
REMOTE : REMOTE制御時に緑色点灯
INT : INTERLOCK接続時にオレンジ色点灯

製品状態表示灯

信号入出力コネクター
各種信号の入出力時使用します。

接地端子
接地時に使用します。

通信ターミナル
データー通信のた
めに使用します。

高圧コネクタ
高圧ケーブル接続
時に使用します。

電源スイッチ
電源を供給 / 遮断するスイッ
チです。

電源コネクター
電源供給時使用します。

 連結方法

同封されたHead CableとAdapter(Option)を利用し、次のように連結します。

ヘッドと電源連結

※ Interface使用時外部電源連結必須

必須事項

・22,23番：P24入力(24V)

・24,25番：N24入力(0V)

構成例)
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7 仕様

※ デザイン及び製品仕様は品質向上のため予 告なく変更される場合があります。

6 外形図 8

Address  設定メニューに入ります

Sense Mode Stop Time / Run Time
 設定メニューに入ります
- Sense Mode On : S-ON 
- Sense Mode Off : S-OF

 Menu
     CH1 MODEボタンとCH2 MODEボタンを同時に3秒間押してメニューに入ります。
     CH1 MODEボタンでアドレス設定メニューに入ります。
     CH2 MODEボタンでセンスモード停止時間、ランタイム設定メニューに入ります。

Controller 動作モード設定

動作モード設定

Sensor Control Delay / Run Time 設定

- 3秒間ボタンが押されない場合、自動的に保存され、メイン画面に戻ります。
- 設定範囲 : 0s ~ 99s

設定方法

Sensor Control 設定

センサー信号入力時にコントローラーに設定されたディレイタイム後、
ランタイムの間に除電する機能です。 
センサーモード使用時は、センサー以外の制御命令は無視されます。

※ センサーモードとは？

CH1 MODEボタンを押すと +

CH1 MODEボタンを3秒間押すとセンサーモードがオンになります。
CH2 MODEボタンを3秒間押すとセンサーモードがオフになります。
→ センサーモードがオンになると、ビープ音が1回鳴ります。
→ センサーモードがオフになると、ビープ音が2回鳴ります。 
※ 既に設定されている場合、ビープ音は鳴りません。

Address 設定メニュー

CH1 MODEボタンでDelay Time設定

CH2 MODEボタンでRun Time設定

CH1 MODEボタンを押すと時間 +

CH2 MODEボタンを押すと時間 -

- 3秒間ボタンが押されない場合、自動的に保存され、メイン画面に戻ります。

- 3秒間ボタンが押されない場合、自動的に保存され、メイン画面に戻ります。
- 設定範囲 : 01 ~ 16

- 3秒間ボタンが押されない場合、自動的に保存され、メイン画面に戻ります。

CH2 MODEボタンを押すと -

動作制御

Head1 動作制御

Head2 動作制御

Head1 Run/Stop制御状態

Head1 点灯状態

Head2 Run/Stop制御状態

Head2 点灯状態

Interlock 状態

製品群

モデル名

Slave Address

Head1 使用時間

Head2 使用時間

シーケンス１ Delay Time 設定

シーケンス１ Run Time 設定

Firmware　Version

区分 説明 (Comment) 設定範囲 (Range)

出荷仕様
(Default)

シーケンスに設定された時間
だけ動作 (Head1,2同時制御)

最少：1（1秒）
最大：99（99秒）

最少：1（1秒）
最大：99（99秒）

www.sunstat.com


